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1.は じめに

九州西岸は 日本では有数の脊椎動物化石の産

地であ り、長崎県か らは中生代の 日本最大級の

ティラノサ ウルス科の歯 (福 井県立恐竜博物館

2015)や新生代のサイ (松 浦市教育委員会

2013)の化石まで、幅広い時代の化石が報告され

ている。長崎県西海市では、始新統上部から漸新

統の海成層である西彼杵層群から脊椎動物化石が

産出している。西彼杵層群の年代は、同じく化石

産地 として有名な芦屋層群 (漸新世前期後半―漸

新世後期、尾崎 et al.1993)の やや前の時代の

地層も含まれ、この時代の北部九州の動物相やそ

の変遷の解明に重要な地域となっている。

プロ トプテルム類 (ペ ンギンモ ドキ)は、1969

年にHowardに より記載 された鳥類の1科 である。

Howardは、プロ トプテルムの鳥 口骨の近位部の断

片から、これがペンギンのように水中を羽ばたい

て泳いでいたウに近縁な動物であると結論 した。

この結論は近年の系統解析でも支持 されてお り

(Smith 2010, Ando・ Fordyce 2013)、 ′鳥類にお

ける収飲現象の一例 として注 目されている。もつ

とも、ペンギンロとの類縁関係が示唆される研究

成果も幾つかあり (Mayr 2005, Kattbe et al.

2014,Mayr et al.2015)、 今後の研究が期待さ

れる。北部九州はこのプロ トプテルム類が多産す

る地域であり、西彼杵層群からは、プロ トプテル

ム類の標本がこれまでに数件ほど報告されている

(ず議黎キリ|l et al.  1979, 01son・ Hasegawa,  1996,

河野・河野 2001)。 論文や学会発表の形では報

告 されていないが、西海市からは2010年 代に入つ

て追加のプロ トプテルム類 とされる標本が発見さ

れている (青木隆弘2015私 信 )。 今回、西海市

江り|1内川河口 (図 1)か ら新 しく発見された鳥類

の鳥口骨の一部について報告する。

2.資料と方法

新 しく発見された標本を記載することで、他の

プロ トプテルム類の標本 と比較 した。また、プロ

トプテルム類の鳥 口骨は、近縁 と考えられるウ科

の どの鳥 口骨に比べ、その幅より厚みの方が狭

くなることが知られている(Kaiser et al.2015,

2016)。 そこで、新 しい標本の幅 と厚みを計測

し、ペンギンモ ドキと近縁 とされる鳥類の科 と比

較 した。

3.結果

分類

鳥類

ペ リカンロ Sharpe,1891

プロ トプテルム科? Howard 1969

属不明

標本 :SM OST 2461 右鳥口骨の近位部分

保管場所 :西海市大瀬戸歴史民俗資料館

産地 :西海市西海町中浦北郷江川内川河口 (図 1)

層準

江川内川河 口近 くの砂岩質転石か ら発見・採

取 した。転石の直径は lmほ どであ り、長距離移
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動 したとは考えにくいこと、周辺一帯が徳万層で

あることから、標本の産出層準は西彼杵層群・徳

万層 と考えられる。徳万層の年代は、これ と対比

されている佐賀県武雄市の佐里砂岩層中の凝灰岩

層の年代が33.9± 3.3Maと されている (宮地・酒

井 1991)。 一方、ナンノプランク トン及び古地

磁気年代から、徳万層の下位に位置する間瀬層上

部の年代は33.530.9Maと 考えられてお り (小 田

1998)、 総合すると徳万層の地質年代は漸新世初

期ごろと考えられる。

記載

SM―OST-2461は 、保存状態あま り良くなく、先

鳥 口骨突起 。前鳥 口骨突起の先端部分、そ して

の遠位部分全体が欠損 している。ただし、前鳥口

骨突起の根元部分は保存されてお り、そこから先

鳥口骨突起が内側に向かつて曲がっていたことが

推測できる。先鳥口骨突起のす ぐ遠位方向の内側

に、背腹方向に薄い前鳥 口骨突起がある。 これに

より、三骨間管は近位―遠位方向に狭 くなってい

る。 この前鳥口骨突起からやや遠位方向の腹面側

には深い溝があり、また側面側には平たい上腕骨

関節面がある。この上腕骨関節面の部分で、鳥口

骨を側面か ら見た時の腹側の輪郭はやや背中方

向にカーブ している。また、上腕骨の関節面は

近位一背側にやや盛 り上がっている。上腕骨関節

面 。溝からさらに少 し遠位方向に下 りた部分の背

側に肩甲骨関節面がある。上腕骨関節面と肩甲骨

関節面は、約90度 の角度で交わっている。この肩

甲骨関節部分は、前鳥口骨突起よりもやや遠位に

ある。鳥 口骨全体として、この上腕骨関節面の部

分が最 も背―腹方向に厚 く、これより遠位方向で

は鳥口骨の軸が背―腹方向に少 し薄くなる。

計測値の比較

鳥 口骨の軸部分の幅は14.6111m、 厚さは12.4mmで

あった。すなわち、SM OSM 2461の 厚 さ/幅の値は

0.85と なり、この値は他のプロ トプテルム科のも

のとほぼ等 しい (図 3A)。 また、鳥 口骨の大き

さについても、プロ トプテルム類 としては大型

のものながら、概ねその範囲内に収まった (図 3

B)。

浩 嗣

4.考察・まとめ

西海市の鳥口骨の軸の太 さ 。厚 さの比較から、

SM一〇ST 2461が プロ トプテルム科に属するもので

ある可能性が示唆 される。また、前鳥 口骨突起

に孔が存在 しない点もプロ トプテルム類 と同様で

ある (01son, 1980)。 しかし、プロ トプテルム

類や ウで見 られ る、大きく盛 り上がった上腕骨

との関節面は見 られず、またSM OST 2461の 前鳥

口骨突起の位置 も、他のプロ トプテルム類のも

の と大きく異なる。プロ トプテルム類では、前

鳥 口骨突は肩 甲骨関節面より遠位にある (例 え

にだ、 PIοιρρ
`θ

rυ″ ノοaσυゴF7θ J2Sゴ S, LACM 8927; cf.

Copepteryx,  KMNH VP 200 ;S`θ″θθ sυβ
`0カ

υ″′

RBCM.EH2014.032.0001.001な ど)。 SM OST 2461

では前鳥 口骨突は肩甲骨関節面 よりも近位 にあ

る。SM-OST-2461で 前鳥 口骨突の見 られる位置に

は、他のプロ トプテルム類では三角状の溝がある

が、本標本には該当する溝は見られない (Howard

1969;Kaiser et a1 2015)。 そして、プロトプテ

ルム類の特徴 とされている三骨間管の遠位部の膨

らみt(Howard 1969, 01son 1980; Smith 2010)も

存在 しない。前鳥 口骨が肩甲骨関節面よりも近位

に来ていることは特に珍 しく、現勢の鳥類でも類

似の構造は見られない。

結論 として、SM OST 2461は プロ トプテルム類

とは別の鳥類のものである可能性が高いが、どの

鳥類に属するものなのかは判別できなかった。西

海市内から見つかるその他の断片的な標本につい

ても、これ らが実際にプロ トプテルム類のもので

あるか調査をしていく必要がある。
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長崎県西海市から発見された鳥類の鳥 口骨化石について
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図 1 発見場所 を矢印で示す。主地図の地質図は長浜・松井 (1958)の ものを利用、右下の補助地図は

Openstreet mapの 地図をCC BY SA 2.0の ライセンスのもと使用 した。

先鳥口骨突起(先端部欠損)
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D

図 2 SM OST 2461の 写真。 (A)背面、 (B)側 面、 (C)腹面、 (D)近位面。点線は、本文中で述ベ

た深い溝部分の輪郭を示す。
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O °

oペ ンギンモ ドキ科

Xカ ツオ ドリ科

+ヘ ビウ科

Xウ科

◇ SM― OST‐ 2461

0.60   0.80    1.00    1.20    1.40   1.60

鳥口骨の幅/厚さ 鳥口骨軸幅 (mm、 対数)

図3 鳥口骨の軸の厚さ・幅の比較。 (A)ペンギンモ ドキ科、ウ科、ヘ ビウ科、カツオ ドリ科 との幅/

厚 さの比較。 (B)厚さ・幅の値を対数グラフ上にプロットしたもの。いずれの図でも、SM OST-2461は
ペンギンモ ドキ科の範ちゅうに収まる。
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